
2
0
1
5
年
に
シ
ス
テ
ム
改
革
第
一
弾
と
し
て

「
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
」と「
電
力
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会
」の
新
組
織
が
誕
生
し
た
。前
者

は
、電
力
会
社
の
中
央
給
電
司
令
所
と
連
携
し
広

域
的
な
安
定
供
給
や
連
系
線
の
増
強
、各
エ
リ
ア

の
需
給
調
整
を
行
う
。後
者
は
経
済
産
業
大
臣
直

属
の
組
織
で
、卸
や
小
売
の
市
場
監
視
を
行
う
と

と
も
に
送
配
電
部
門
の
託
送
料
金
の
認
可
を
行
う
。

組
織
形
態
別
に
分
類
さ
れ
て
い
た
日
本
の
電
気

事
業
者
は
小
売
全
面
自
由
化
を
開
始
し
た

2
0
1
6
年
４
月
以
降
、発
電
事
業
者
、送
配
電
事

業
者
、小
売
電
気
事
業
者
と
機
能
別
規
制
に
変
更
さ

れ
た
。こ
れ
が
現
在
の
新
し
い
電
気
市
場
の
姿
だ
。

自
前
の
発
電
所
や
卸
、F
I
T
な
ど
の
供
給
源
を

組
み
合
わ
せ
、よ
り
安
価
な
調
達
を
行
う
小
売
事

業
者
が
、今
後
の
電
気
事
業
の
中
心
的
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
な
る
と
思
う
。そ
こ
で
焦
点
と
な
る
の
が
、電
力

の
ス
ポ
ッ
ト
取
引
を
行
う「
日
本
卸
電
力
市
場
」だ
。

電
力
ス
ポ
ッ
ト
価
格
は
石
油
火
力
の
燃
料
費
と

リ
ン
ク
し
て
い
た
が
、現
状
の
市
況
は
、供
給
過
多

で
市
場
か
ら
購
入
す
る
ほ
う
が
有
利
だ
っ
た
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
の
水
準
に
近
づ
い
て
い
る
。

市
況
を
上
手
に
読
ん
で
電
気
を
調
達
す
る
と
、

今
後
の
競
争
力
に
差
が
出
る
だ
ろ
う
。

ま
た「
電
力
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
」が
取
引

結
果
を
公
表
す
る
よ
う
に
な
り
具
体
的
な
電
気
料

金
の
相
場
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。例
え

ば
、西
日
本
は
原
発
再
稼
働
も
あ
り
供
給
に
余
裕

が
で
て
き
た
が
、東
日
本
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な

い
た
め
ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
西
日
本
よ
り
高
く
特
に

北
海
道
が
顕
著
だ
。こ
の
こ
と
か
ら「
北
海
道
の
新

電
力
で
F
I
T
か
ら
調
達
す
る
事
業
者
は
採
算
性

が
厳
し
い
」と
推
察
で
き
る
。こ
う
し
た
市
場
の
読

み
方
が
、今
後
の
競
争
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。

再
エ
ネ
割
合
の
高
ま
り
に
伴
い
分
散
型
器
機
の

高
度
化
、ス
マ
ー
ト
家
電
や
蓄
電
池
、電
気
自
動
車

な
ど
に
情
報
通
信
技
術
や
人
工
知
能
を
活
用
し
、

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
や
メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
弾
力
的

な
電
力
を
作
る
こ
と
が
世
界
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
。こ
の
分
野
の
日
本
の
技
術
革
新
や
商
品

化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

先
進
国
で
最
も
遅
く
電
力
小
売
自
由
化
を
始
め

た
日
本
だ
が
、逆
を
言
え
ば
I
T
を
有
効
活
用
で

き
る
状
態
で
電
力
小
売
全
面
自
由
化
を
開
始
し
た

初
め
て
の
国
だ
。欧
米
の
電
力
自
由
化
と
は
、単
な

る
価
格
競
争
だ
っ
た
。し
か
し
日
本
は
低
炭
素
、省

エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
て

競
争
で
き
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
選
択
は
、

日
本
の
技
術
革
新
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
だ
。

演題
１
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
原
子
力
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

小
笠
原 

潤
一
氏 

（
一
般
財
団
法
人 

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

電
力
・石
炭
ユ
ニ
ッ
ト
電
力
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

研
究
主
幹 

兼 

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
認
証
セ
ン
タ
ー 

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
）

資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 旭川　化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて

平成28年8月24日（水）　会場：旭川商工会議所

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、昨年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りまとめ
られました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象に、
化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。



東
日
本
大
震
災
以
降
、原
発
停
止
に
よ
る
化
石

燃
料
へ
の
依
存
度
や
燃
料
費
の
増
加
、電
気
料
金

の
上
昇
、
CO²
排
出
量
の
増
加
な
ど
様
々
な
課
題
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
中
心
と
な
る
化

石
燃
料
に
乏
し
く
、そ
の
大
部
分
を
海
外
か
ら
の

輸
入
に
頼
る
と
い
う
根
本
的
な
脆
弱
性
を
抱
え
て

お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
巡
る
国
内
外
の
状
況
の
変

化
に
大
き
な
影
響
を
受
け
や
す
い
構
造
で
す
。国

民
生
活
と
産
業
活
動
の
根
幹
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
的
な
確
保
は
、国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て

不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、我
が
国
に
と
っ
て
常
に

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、２
０
１
４
年
４
月
、我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
新
た
な
方
向
性
を
示
す「
第

４
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」を
閣
議
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、昨
年
７
月
に
、２
０
３
０
年
度
の
長
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
、い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
を
策
定
し
ま
し
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
、3
つ
の「
Ｅ
」、安
定
供
給（Energy Security

）、

経
済
効
率
性
の
向
上（Econom

ic Effi
ciency

）、環

境
へ
の
適
合（Environm

ent

）と
、１
つ
の「
Ｓ
」、安

全
性（Safety
）を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
、こ
の「
３
E
＋
S
」に
関

す
る
政
策
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
よ
う
検
討
を

行
っ
た
上
で
策
定
し
た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

構
造
の
見
通
し
で
あ
り
、あ
る
べ
き
姿
を
示
す
も

の
で
す
。こ
の
中
で
、徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
現
在

の
２
倍
に
あ
た
る
22
〜
24
％
程
度
を
導
入
、原
子

力
発
電
に
つ
い
て
は
、省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
導
入
や
、

火
力
発
電
の
高
効
率
化
な
ど
を
進
め
つ
つ
、20
〜

22
％
と
す
る
見
通
し
を
お
示
し
し
ま
し
た
。こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
て
、エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
ご
と
に
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
の
省
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
」は
照
明
、

空
調
、ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、ボ
イ
ラ
ー
、冷
凍
冷
蔵
庫
、

ポ
ン
プ
、HEM

S

、BEM
S

と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
の
高

い
既
存
設
備
の
入
れ
替
え
等
を
対
象
と
し
て
い
る
。

法
人
や
個
人
事
業
主
等
が
補
助
対
象
者
で
あ
り
、

補
助
率
は
３
分
の
１
。設
備
費
は
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、工
事
費
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
補
助
金
」は
設

備
器
機
と
工
事
費
の
３
分
の
１
を
補
助
、地
方
自
治

体
と
連
携
し
て
設
備
導
入
す
る
場
合
は
３
分
の
２

の
補
助
を
行
う
も
の
。い
ず
れ
も
締
切
は
９
月
9
日
。

既
に
公
募
は
終
了
し
て
い
る
が
、例
年
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
頃
に
公
募
す
る「
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
合
理
化
事
業
者
支
援
補
助
金
」を
御
紹

介
す
る
と
、省
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る
場
合
は
３

分
の
１
を
補
助
、エ
ネ
マ
ネ
事
業
者
と
連
携
事
業

の
場
合
２
分
の
１
の
補
助
を
行
う
も
の
。補
助
対

象
と
し
て
は
、設
計
費
、設
備
費
、工
事
費
、諸
経
費
。

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
導
入
促
進
事
業
補
助
金
」

で
設
置
さ
れ
た
省
エ
ネ
相
談
窓
口
に
つ
い
て
御
紹

介
す
る
と
、北
海
道
管
内
で
は
室
蘭
、釧
路
エ
リ

ア
で
採
択
と
な
っ
て
お
り
、今
後
、旭
川
エ
リ
ア
で

も
省
エ
ネ
相
談
窓
口
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
も

の
と
し
て
、「
無
料
省
エ
ネ
診
断
」と
い
う
制
度
が

あ
り
、専
門
家
を
派
遣
し
、運
用
改
善
や
空
調
の

使
い
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
診
断
を
無
料
で
行

う
も
の
。北
海
道
管
内
で
は
、札
幌
に
あ
る
省
エ

ネ
セ
ン
タ
ー
北
海
道
支
部
が
北
海
道
経
済
産
業
局

と
連
携
し
実
施
し
て
お
り
、「
無
料
省
エ
ネ
診
断
」

に
つ
い
て
の
御
相
談
が
あ
れ
ば
、北
海
道
経
済
産

業
局
で
も
承
る
。

主催者
説 明

化
石
、再
エ
ネ
、原
子
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
て

須
山 

照
子 

（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）

省
エ
ネ
、新
エ
ネ
関
係
の
支
援
施
策
に
つ
い
て

天
池 

毅
裕
氏 

（
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
　課
長
補
佐
）

演題
2


